
、

り，漕散後雨夫の場合も35％である．第10表は発生

前，発生時，浩散後の霧と天気との蘭係である．

　　　　　　第10表霧乏天気

＼肩時　　　　　　前日14時，当日6時　　　　　　　　　　　　　　　　　　1当日・14時
　　　　　　回劉％　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　回数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回数　天気　　分

O①
◎
②（⑭）

◎

55回
45〃
83〃
19〃

0

27％・　13匡ヨ

22〃　　3〃

41〃　43〃
10〃　19〃
0　　124〃

7％

1〃

21〃
10〃
61〃

47回1
57〃
73〃
25〃
0〃

23％
28〃
36〃
13〃

0

第1図High型

G

　　ロマノ

伝跳36．12．24・．6

第2図Front型

　　“一『』、『』　．丁　　』』一惚管響

7・．麟生と気圧配置　．　心一．』講
中央気象饒行の印刷天気騨欄査し’驚結果をし繍

H’g叫恥n籔び轍の年種に分担偽．1．鑛i

　　L霧と高気圧　　・r一・　一．離
本邦が高気卯主部におおはれる場合が馳多くヅ、ゼ1鑛

第1図のよ弓にその縁辺に位いする場合チ）はかなり碑霧☆議

が発生する・これわを耳igh型とし塩　　．．一　，・　・』レ，灘、

高気圧圏内腋間の鰍冷嫌よりず曳購琉してい擁灘，

・る室気の縁辺は優勢なる環琉により霧肇隼1こ至る．・．　　さ魏

　　第3図　中問型　　　　第4図　中間型
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ρ
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◎
⑨
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ク
　朗6．q．Io．6

　ii．霧と不蓮続線

　第2図のよろに不蓮続線が走っている場合，太李洋上

を日本列島にZF行して走っている場合等は降雨中濃霧が

続く．これをFront型とした．

　iii．i，iiの中問の場合

　第3図のように台風が本邦に接近した場合及び第4図

のよ5に日本を通過して日本海上にぬけた場合，叉は日

本列島に接近しつつ北海道方面に移動した場合等に連日

絡夜にわたく）て霧が発生する．これらを中聞型とした．

　以上のパ昂セソトをみたのが，第11表である．一年を

通じて，High型は41％で最も多く，中間型は31％

Front型は、：28％となっている．

1』’

　黒田正夫　曽の科学　A－5一工62頁，280円，54年4

月，同和春秋肚観察と実験文庫の一。日本の牛分は一冬

中，雪に埋て）ています。．これは大変なことです。と著者

は序の書き出しに力強く書きつげている。雪の降るわげ
　　　　　　　　　
から書きはじめて，雪の力を説明し，なだれとスキーに

読明を加えてある。内容は，1．降る雪，2．積る雪，

3．積った雪，4．なだれと除雪，5．スキーと5篇に

大わげし・斉篇を細分して全体は53章となっている。降

る雪では雪が大気中でできて降ってくる説明をして雪と

樹氷の別をのべ，雪はどんなところに降るかか示す。約

20頁でこれだけの内容を中・高校生にわかりよく書く

のは大変なことであろう。。このところで昇華を晶華とし

ているのはどろしたものであろう。不連続線の図示も少

々気になる。第3篇の積った雪は著者の重点をおいた「と

ころ・さすがに珍らしい写眞と独創的な挿図で引張り彊

さ，圧しつけ強さ，たち切り彊さ等を読明しジ積雲の種
　　　　　、

　1954年ユ0月
　　　　　　　　　　　　　￥　一∫

、．第ユ1表原因別霧発生回数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『｛一「

冠藷・　　　　　　　　　　　　　　秋

柊1年　　　　　　　　　　夏

Fr・nt型i5回26％・8回3動6邑彫7面22％随28％矯

　　　　　　　　13〃26！’33〃33〃「12〃37〃63〃31〃、中1田型15〃26、〃

　　　　　　　　20〃39〃41〃13〃江3〃41〃83〃41〃　’High　型　9〃48〃
　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　御指導をいただいた高橋浩二郎先生に感謝します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　　峯考　交献　　　　　－　　　』

　（1），（3），（4）高橋浩一郎：，研完詳報（霧の予』『

　　　　報に関ナる諸間題）昭和20

　（2）　中村邦彦：多度津地方における（霧と予報）・．路，、愚

　　　　昭和22一（蹄県飯田市東中学校）．，嘘灘

類を赫する・日本各地で三冬間・約1万のデータをと』’囎

り濟既硬嵐粒度を整理頃結果蹟重なもの砺礫
る。積雪の観測は読んで知識を持っだげでいいはずはな嬉馨

く渓地のデータをとること猷切である・中鞭や高講

等鞭で構の観測を実施し有力な基麟料を提供して』：醗i

いる地方もあることであるから，単なる興昧からだけで帆獺

なく・数多くの正しく指導された常時観測がほしいもの』・ご瀦、

である・第蠣ではくわしいなだれの解継する誘△難
わ，なで，じこすりについてわかりよく書き，なだれの　．．心馨一

予防と避け方をのべる・最後に除雪を読く・積った雪と　』嬉覇

なだれは著者独自のもので・類書がなく・この方面で億i．◇繍

単なる中・高校生の読みものとしただげでなく」般に読1』l耀

まれたいものである・ 轍・用語・レィアウト等に二主’，浮

問題のとごろもあるが，全体をとおして雪に対する熟情稼1懸

があふいマチの荒舳糟綿て1｛るような感鞭囎
ける。　　　　　　、　　　　　．　（伊東葦目）一　∵慢

　　　　　、　、1，』｝㌃，顎2㌧欄、

　　　　　　　　　　　一．　　㌃』、，』1▽1，1』．1』蕊1講一，


